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御来賓の方々

第1回定時総会開催第1回定時総会開催

御来賓の方々

知事褒状受賞知事褒状受賞

　　法
人
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年
四
月
一
日
に

一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
た
当
協
会
の
第
一
回

定
時
総
会
は
、
六
月
七
日
「
メ
ル
パ
ル
ク
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｄ
Ａ
Ｉ
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　総
会
は
、
千
葉
副
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
鍋

島
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
計
量
功
労
者
の
表

彰
に
移
り
、
宮
城
県
知
事
褒
状
一
名
、
計
量
協

会
長
表
彰
四
名
、
同
褒
賞
五
名
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
伊
達
啓
公
氏
が
謝

辞
を
述
べ
表
彰
式
を
終
了
し
ま
し
た
。
続
い
て
来

賓
を
代
表
し
て
宮
城
県
知
事
代
理
の
伊
丹
相
治

経
済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
長
、
協

会
顧
問
の
渡
辺
博
仙
台
市
議
会
議
員
か
ら
祝

辞
を
頂
い
た
後
、
定
款
に
基
づ
き
鍋
島
会
長
が

議
長
に
就
任
し
、
議
事
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

議
案
は
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
六
案
で
、
事

務
局
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
事
務
局
か
ら
報
告

事
項
が
あ
り
、
千
葉
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
に
よ

り
閉
会
し
ま
し
た
。

　　な
お
、
知
事
の
祝
辞
で
は
、
長
年
の
計
量
業
界

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ

た
方
々
へ
の
お
祝
い
と
、
一
般
社
団
法
人
へ
移
行

し
た
当
協
会
の
、
計
量
思
想
の
普
及
と
業
界
発

展
に
さ
ら
な
る
力
を
発
揮
す
る
期
待
と
、
県
と
し

て
も
適
正
な
計
量
行
政
の
推
進
に
努
め
る
旨
と
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
元
年
に
当
た
っ
て
、
生
活

支
援
と
生
活
環
境
の
確
保
・
除
染
の
計
画
的
推

進
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
推
進
な
ど

の
原
発
事
故
対
応
・
被
災
者
を
初
め
県
民
の
安

定
的
な
生
活
を
営
む
雇
用
の
確
保
の
三
点
を
掲

げ
復
興
に
邁
進
す
る
決
意
が
あ
り
ま
し
た
。
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《
第
一
号
議
案
》

　　平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　　平
成
二
十
三
年
度
の
会
員
状
況
、
総

会
・
理
事
会
等
の
主
要
会
議
、
公
益
事

業
の
計
量
記
念
日
事
業
「
み
や
ぎ
計
量
の

ひ
ろ
ば
」開
催
・
宮
城
県
工
業
品
材
料
依

頼
試
験
受
託
事
業
・
仙
台
市
指
定
定
期

検
査
機
関
受
託
事
業
・
表
彰
事
業
、
収

益
事
業
の
代
検
査
事
業
・
材
料
試
験
機

械
検
査
事
業
・
計
量
管
理
受
託
事
業
・

研
修
講
習
事
業
の
測
定
の
基
礎
研
修
会

及
び
優
良
事
業
所
視
察
研
修
会
の
開

催
、
中
央
・
地
方
団
体
と
の
連
携
・
行

政
機
関
と
の
諸
会
議
等
に
つ
い
て
事
務
局

か
ら
報
告
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

《
第
二
号
議
案
》

　　平
成
二
十
三
年
度
収
支
決
算
書
に

つ
い
て

実
施
事
業
等
会
計

五
〇
、六
九
八
、六
五
七
円

そ
の
他
会
計

二
九
、七
一
五
、四
四
九
円

法
人
会
計

二
、五
一
二
、二
四
九
円

　　な
お
、一
、一
〇
三
、四
九
一
円
の
当
期

利
益
が
生
じ
、こ
の
金
額
は
次
年
度
会
計

へ
繰
り
越
さ
れ
る
と
い
う
決
算
報
告
が
な

さ
れ
、満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

《
第
三
号
議
案
》

　　平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
の
審
議

に
つ
い
て

　　平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
別
掲
の
事
業
計
画
を
審
議
し
、
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

《
第
四
号
議
案
》

　　平
成
二
十
四
年
収
支
予
算
の
審
議
に

つ
い
て

実
施
事
業
等
会
計

五
五
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

そ
の
他
会
計

三
一
、七
八
八
、九
六
〇
円

法
人
会
計

二
、一
四
九
、四
四
〇
円

の
当
初
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

《
第
五
号
議
案
》

　　会
費
の
改
定
に
つ
い
て

　　一
般
社
団
法
人
へ
移
行
し
た
の
を
機

に
、
こ
れ
ま
で
の
煩
雑
な
会
費
区
分
を 

『
第
一
種
正
会
員
』・『
第
二
種
正
会
員

（
法
人
・
個
人
）』
の
簡
潔
な
も
の
に
改
定

す
る
と
と
も
に
、
計
量
情
報
の
提
供
や
計

量
器
検
査
料
の
割
引
な
ど
の
会
員
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
実
施
す
る
提
案
が
な
さ
れ
、
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

《
第
六
号
議
案
》

　　理
事
の
一
部
専
任
に
つ
い
て

　　人
事
異
動
等
に
よ
り
、
辞
任
す
る
役
員

が
生
じ
、そ
の
後
任
役
員
に
つ
い
て
推
薦
案

を
諮
り
、満
場
一
致
で
選
任
さ
れ
た
。

※
新
役
員

　　常
任
理
事
・
松
原
大
介
氏
　

　　理
　　　　事
・
江
刺
　　茂
氏
　

　　理
　　　　事
・
相
澤
俊
宏
氏
　

　　
《
報
告
事
項
》

①
顧
問
の
推
薦
に
つ
い
て

　　当
協
会
の
顧
問
で
あ
っ
た
赤
間
明
宮
城

県
計
量
検
定
所
長
が
三
月
三
十
一
日
付

け
を
も
っ
て
退
職
顧
問
を
退
任
さ
れ
、後
任

に
大
沼
繁
幸
所
長
が
着
任
さ
れ
た
の
で
、

顧
問
を
依
頼
し
了
承
を
受
け
た
報
告
が

な
さ
れ
た
。

②
計
量
功
労
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　　計
量
功
労
者
賞
及
び
日
本
計
量
振
興

協
会
長
表
彰
の
受
賞
者
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。

③
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
に
つ
い
て

　　今
年
度
の
第
六
十
一
次
東
北
六
県
北

海
道
計
量
協
会
連
合
会
総
会
は
、
岩
手

県
の（
一
社
）
計
量
計
測
セ
ン
タ
ー
の
主
催

で
実
施
さ
れ
る
旨
と
そ
の
日
程
が
報
告
さ

れ
た
。（
別
掲
）

　

受賞者代表謝辞受賞者代表謝辞受賞者受賞者
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　　平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
も
震
災
の

影
響
が
残
り
、
前
年
度
同
様
厳
し
い
協

会
事
業
が
続
き
ま
す
が
、本
県
再
生
の
た

め
、計
量
制
度
の
堅
持
と
正
し
い
計
量
思

想
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
を
根
幹
に
、さ

ら
に
一
般
社
団
法
人
と
し
て
の
新
た
な

出
発
に
奮
起
し
、
会
員
皆
様
の
連
携
と

相
互
交
流
の
も
と
、次
の
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

一
　計
量
普
及
啓
発
事
業

・
計
量
記
念
日
事
業

「
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」の
開
催

・
計
量
計
測
管
理
の
普
及
推
進

も
の
づ
く
り
産
業
の
基
本
で
あ
る
計

量
計
測
の
講
習
会
、
優
良
事
業
所

の
視
察
研
修
会
を
開
催

・
計
量
に
係
る
情
報
の
提
供

二
　指
定
定
期
検
査
事
業

・
仙
台
市
の
指
定
定
期
検
査
機
関
と
し

て
、仙
台
市
内
の
特
定
計
量
器（
質
量

計
）の
定
期
検
査
を
実
施

今
年
度
検
査
対
象
区
域
は
、
泉

区
・
宮
城
野
区
・
若
林
区
の

一
、三
〇
〇
戸
　　四
、〇
〇
〇
個

三
　計
量
器
検
査
事
業

・
計
量
士
に
よ
る
検
査
事
業

計
量
行
政
機
関
に
代
わ
る
質
量
計

の
定
期
検
査
・
計
量
証
明
事
業
検

査
を
実
施

・
計
量
器
校
正
証
明
事
業
・
材
料
試
験

機
検
査
事
業

計
量
器
の
校
正
事
業
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
材
料
試
験
機
等
の
検
査
を

実
施

四
　官
公
庁
受
託
事
業

・
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の

工
業
品
材
料
依
頼
試
験
の
受
託

・
仙
台
市
の
計
量
立
入
検
査
補
助
及
び

基
準
分
銅
管
理
業
務
の
受
託

五
　計
量
管
理
事
業

・
ス
ー
パ
ー
百
貨
店
等
流
通
事
業
所
の
、

計
量
士
に
よ
る
計
量
器
・
量
目
の
適

正
管
理
を
実
施

・
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
郵
便
局
等
の

適
正
計
量
管
理
を
実
施

六
　収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
事
業

・
宮
城
県
の
収
入
証
紙
売
さ
ば
き
機
関

と
し
て
、材
料
試
験
・
計
量
器
検
定
検

査
等
申
請
者
に
収
入
証
紙
の
販
売
を

行
う
。

七
　計
量
行
政
並
び
に
関
係
機
関
諸
会
議

・（
一
社
）日
本
計
量
振
興
協
会
諸
会
議

・
計
量
記
念
日
全
国
大
会

・
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会（
岩
手
県
）

・
計
量
士
協
議
会
・
全
国
計
量
士
大
会

・
計
量
行
政
・
計
量
技
術
会
議
な
ど

八
　計
量
情
報
の
提
供

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
発
信
で
、
協

会
や
計
量
に
関
す
る
情
報
提
供
を
強

化
実
施
す
る
。

　　平
成
二
十
四
年
七
月
六
日
皇
居
外
苑

お
堀
端
の
東
京
會
舘
で
、
昨
年
、
日
本
度

量
衡
協
会
設
立
一
〇
〇
年
を
迎
え
た
の

を
機
に
（
一
社
）
日
本
計
量
振
興
協
会
主

催
に
よ
る『
計
量
協
会
一
〇
〇
年
記
念
式

典
』が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　日
本
度
量
衡
協
会
は
、
一
八
七
五
年

（
明
治
八
年
）締
結
し
た
メ
ー
ト
ル
法
の
統

一
活
動
を
中
心
と
し
た
度
量
衡
法
（
現
計

量
法
）の
普
及
啓
発
関
連
事
業
を
推
進
す

る
団
体
と
し
て
、
一
九
一
一
年
（
明
治
四

十
四
年
）
七
月
六
日
に
設
立
さ
れ
、
そ
の

後
日
本
計
量
協
会
に
改
称
し
、
全
国
計

量
団
体
と
し
て
活
動
を
続
け
、
二
〇
〇
〇

年
に
同
協
会
と〝
計
量
管
理
協
会
〞
及
び

〝
日
本
計
量
士
会
〞の
計
量
関
係
中
央
三

団
体
が
統
合
し
て
、
現
在
の〝
日
本
計
量

振
興
協
会
〞に
な
り
ま
し
た
。

　　こ
の
式
典
で
、
当
協
会
元
会
長
で
現
顧

問
の
鍋
島
綾
雄
氏
に
、
日
本
計
量
協
会

常
任
理
事
及
び
日
本
計
量
振
興
協
会
副

会
長
を
務
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　　計
量
協
会
一
〇
〇
年
記
念
式
典
の
特

別
講
演
で
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
建
設

し
た
（
株
）
大
林
組
の
高
木
浩
志
建
設
本

部
課
長
か
ら〝
世
界
一
の
高
さ
に
挑
戦
し

た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
〞
建
設
工
事
の
講

演
が
あ
っ
た
。

　　建
設
は
東
京
都
墨
田
区
押
上
一
丁
目

の
半
蔵
門
線
・
浅
草
線
等
の
地
下
鉄
押

上
駅
と
地
上
の
東
部
伊
勢
崎
線
の
業
平

橋
駅
（
な
り
ひ
ら
ば
し
え
き
・
現
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
駅
）
に
挟
ま
れ
た
建
設
困
難

な
場
所
で
、二
〇
〇
八
年
七
月
十
四
日
に

着
工
、
三
年
半
の
期
間
を
か
け
て
二
〇
一

二
年
二
月
二
十
九
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。

工
事
費
は
約
四
〇
〇
億
円
、
自
立
式
鉄

塔
と
し
て
は
、
世
界
一
の
高
い
六
三
四
ｍ
に

達
し
ま
し
た
。

　　こ
の
工
事
で
鉄
塔
の
高
さ
の
計

測
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
し

た
が
、
周
囲
に
は
比
較
す
る
建
物
が

な
い
の
で
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
測

量
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
行
っ
た
そ
う

で
す
。
精
度
は
、
ミ
リ
単
位
で
タ

ワ
ー
の
位
置
を
確
認
で
き
る
ほ
ど
だ

そ
う
で
す
。

　
　ま
た
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

の
と
き
激
し
い

揺
れ
に
襲
わ
れ

ま
し
た
が
、
支
障

は
生
じ
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。（
余

談
で
す
が
東
京

タ
ワ
ー
の
先
端

部
分
は
屈
折
し

現
在
補
修
中
で
、
三
三
三
ｍ
よ
り
低
く

な
っ
て
い
ま
す
）

　　そ
の
後
タ
ワ
ー
の
中
心
部
に
完
成
し
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
円
筒
が
、
地
震
時
の

タ
ワ
ー
本
体
の
揺
れ
を
低
減
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。こ
れ
は
、
日
本
の
伝
統
建
築

で
あ
る
五
重
塔
中
心
部
の
心
柱
の
『
芯
柱

制
振
』
構
造
で
、
内
部
は
避
難
階
段
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　　質
疑
応
答
で
あ
っ
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

風
雪
結
氷
対
に
つ
い
て
は
、
展
望
台
の
窓

は
ヒ
ー
タ
ー
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、そ
の
他
は
監
視
カ
メ
ラ
で
監
視

し
、
必
要
に
な
れ
ば
、
棒
な
ど
人
海
戦
術

で
崩
落
さ
せ
る
と
い
う
こ
ぼ
れ
話
が
あ
り

ま
し
た
。

鍋島顧問　感謝状受賞鍋島顧問　感謝状受賞



　　本
年
四
月
一
日
付
け
の
人
事
異
動
に

よ
り
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
事
務
局
か
ら

参
り
ま
し
た
大
沼
と
申
し
ま
す
。
初
め
て

計
量
行
政
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

何
卒
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　さ
て
新
任
の
ご
挨
拶
と
い
う
こ
と
で
原

稿
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
せ
っ

か
く
の
機
会
で
す
の
で
計
量
行
政
に
つ
い

て
私
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　　皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
計
量
法
の
条

文
を
読
む
と
「
検
査
」
や
「
検
定
」
な
ど
、

公
権
力
の
行
使
に
関
す
る
用
語
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
公
権
力
の
行
使
と
い
え

ば
、
函
館
市
計
量
協
議
会
発
行
の「
函
館

度
量
衡
史
」に
、
戦
前
に
お
け
る
警
察
も

加
わ
っ
た
（
時
に
は
警
察
が
単
独
で
実
施

し
た
）
度
量
衡
の
一
斉
取
締
等
の
状
況
が

生
々
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
い
か
に
も
高

圧
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　　明
治
時
代
の
度
量
衡
法
の
条
文
に
は

目
的
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
断
言

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
計
量
器
の
製
造
等
を

免
許
制
に
す
る
な
ど
、
規
制
、
取
り
締
ま

り
を
重
視
す
る
国
家
統
制
的
な
考
え
が

中
心
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　　そ
れ
で
は
現
行
計
量
法
の
意
義
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。あ
ら
た
め
て
計

量
法
第
一
条
を
見
て
み
る
と
「
こ
の
法
律

は
、
計
量
の
基
準
を
定
め
、
適
正
な
計
量

の
実
施
を
確
保
し
、
も
っ
て
経
済
の
発
展

及
び
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」と
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、
消

費
者
利
益
の
保
護
を
含
め
た
「
経
済
の
発

展
」、「
文
化
の
向
上
」
と
い
う
計
量
法
の

任
務
（
＝
目
的
）
を
達
成
す
る
た
め
の
方

法
（
＝
手
段
）
と
し
て
、「
計
量
の
基
準
を

定
め
、
適
正
な
計
量
の
実
施
を
確
保
」す

る
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。そ
し
て
、
適

正
な
計
量
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に

検
査
制
度
等
を
設
け
、
計
量
法
の
実
効

性
を
担
保
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　情
報
化
社
会
の
現
在
、
た
と
え
故
意

で
な
く
と
も
計
量
面
で
の
信
頼
を
裏
切
る

よ
う
な
問
題
が
発
生
す
れ
ば
、
長
年
か
け

て
築
き
上
げ
た
消
費
者
や
取
引
先
の
信

頼
を
一
瞬
に
し
て
失
い
、
企
業
（
場
合
に

よ
っ
て
は
取
引
先
も
）
存
亡
の
危
機
に
至

る
こ
と
は
過
去
の
事
例
を
見
れ
ば
明
ら
か

で
す
。
経
済
の
発
展
を
図
る
こ
と
は
取
引

を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
と
同
じ
意
味
だ
と

思
い
ま
す
が
、
取
引
物
の
品
質
や
量
目
等

に
関
す
る
信
頼
関
係
が
存
在
し
な
け
れ

ば
、
取
引
は
全
く
（
ま
た
は
一
時
的
に
し

か
）
成
立
し
得
な
い
で
し
ょ
う
。こ
れ
は
時

代
、
国
境
、
民
族
を
超
え
た
普
遍
的
な
要

素
だ
と
思
い
ま
す
。

　　そ
う
い
う
観
点
か
ら
、
私
は
「
適
正
な

計
量
の
実
現
を
通
し
て
経
済
活
動
に
お

け
る
信
頼
関
係
を
確
保
す
る
こ
と
」
が
計

量
行
政
に
携
わ
る
者
（
及
び
計
量
に
関

す
る
事
業
に
携
わ
る
人
た
ち
）
の
使
命
で

あ
る
と
の
認
識
を
強
く
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　　従
い
ま
し
て
、
当
事
務
所
に
お
い
て
は
、

本
年
四
月
か
ら
一
般
社
団
法
人
と
し
て

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
貴
協
会
と
手
を

携
え
、
強
い
使
命
感
を
持
ち
な
が
ら
計
量

法
の
目
的
達
成
に
向
け
一
層
の
努
力
を

続
け
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
本
県
の
計
量

行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
貴
協
会
及
び

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念

し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宮
城
県

計
量
検
定
所
長

大
沼
　　繁
幸

　　
平
成
二
十
三
年
度
の
優
良
事
業
所
視
察
研
修

は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
七
日
に
、
岩
手
県
奥
州

市
前
沢
に
あ
る
（
株
）
デ
ジ
ア
イ
ズ
工
場
を
、
会
員

二
十
四
名
で
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。

　（
株
）
デ
ジ
ア
イ
ズ
は
、
は
か
り
の
専
業
メ
ー
カ
ー

と
し
て
創
業
さ
れ
、
そ
の
名
を
流
通
業
界
に
深
く
浸

透
さ
せ
て
い
る
「
寺
岡
精
工
」
の
部
品
加
工
組
立
工

場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
現
在
は
分
離
独
立
し
、
研
究

開
発
・
設
計
機
能
部
門
も
備
え
、
国
内
外
の
グ

ル
ー
プ
最
大
規
模
の
製
品
開
発
拠
点
に
な
っ
て
い

る
会
社
で
す
。

　　
視
察
は
、
自
動
計
量
包
装
値
付
機
や
浄
水
器

機
さ
ら
に
医
療
用
機
械
器
具
製
品
の
組
立
完
成
ラ

イ
ン
等
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　　東
日
本
大
震
災
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
放
射
能
を

除
染
す
る
と
い
う
浸
透
膜
を
使
っ
た
浄
水
器
を
製

造
し
、
被
災
地
に
贈
り
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。ま
た
、
流
通
部
門
だ
け
で

は
な
く
、
医
療
関
係
部
門
や
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム

部
門
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
開
発
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。さ
ら
に
、
そ
の
廃
棄
物
処
設
備
の
生
ゴ
ミ
処

理
機
で
作
ら
れ
る
肥
料
を
元
に
岩
手
県
産
「
奥
州

光
」と
い
う
無
農
薬
の
米
も
生
産
し
て
お
り
、
お
み
や

げ
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　　帰
路
は
平

成
二
十
三
年

六
月
に
『
平
泉

―
仏
国
土
（
浄

土
）
を
表
す
建

築
・
庭

園
お

よ
び
考
古
学

的
遺
産
』
と
し

て
、
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ

た
平
泉
の
文

化
遺
産
を
視

察
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

▲自動計量包装値付機

▲芭蕉も訪れた平泉



　　宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
今
年
も
恒
例
と
な
り
ま

し
た
一
般
公
開
が
、
去
る
七
月
六

日
（
金
）、
七
日
（
土
）の
両
日
行
わ

れ
ま
し
た
。

　　こ
の
一
般
公
開
は
、「
工
業
製
品

か
ら
食
品
ま
で
」
に
及
ぶ
セ
ン
タ
ー

の
設
備
・
機
器
を
使
用
し
た
「
も
の

づ
く
り
」
の
楽
し
さ
を
県
民
、
特
に

青
少
年
を
対
象
と
し
て
、
様
々
な
成

果
物
の
展
示
・
事
業
紹
介
と
体
験

教
室
を
通
じ
て
産
業
技
術
と
ふ
れ

あ
う
場
を
提
供
し
、
来
場
者
に
産

業
技
術
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
を

広
く
県
民
に
紹
介
し
て
ご
理
解
を

い
た
だ
く
た
め
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　　同
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
当
計
量

協
会
泉
分
室
に
お
い
て
も
「
鉄
筋
破

断
の
驚
き
の
瞬
間
を
体
験
！
」
と

銘
打
っ
た
建
築
・
土
木
材
料
に
使

用
さ
れ
る
鉄
筋
を
引
っ
張
る
試

験
機
に
よ
り
数
ト
ン
の
力
で
引

き
ち
ぎ
る
実
演
を
行
い
ま
し

た
。
初
日
の
六
日
は
、
近
隣
に

あ
る
仙
台
市
立
高
森
東
小
学

校
の
六
年
生
児
童
約
四
十
九

人
を
招
待
し
、
鉄
筋
の
引
張
試

験
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。お
そ
ら
く
見
学
し
た
児
童

全
員
が
初
体
験
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
中
、
鉄
筋
破
断
の

瞬
間
に
出
る
「
ド
ス
ー
ン
…
バ

チ
ー
ン
…
」
と
い
う
大
き
な
地

響
き
と
音
に
み
ん
な
驚
き

「
ワ
ー
…
キ
ャ
ー
…
」
な
ど
と
叫

び
な
が
ら
も
、
担
当
者
か
ら
の

説
明
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　 

翌
二
日
目
は
、
一
般
の
方
々
を
対

象
に
、
実
演
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
体
験

教
室
、
事
業
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
東
日

本
大
震
災
六
ヶ
月
の
記
録
コ
ー

ナ
ー
、
宮
城
県
グ
リ
ー
ン
製
品
展

示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
体
験
教
室
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
県
内
４
地
域
か

ら
協
力
を
い
た
だ
い
た
竜

紋
塗
り（
鳴
子
）
、
竹
細
工

（
岩
出
山
）
、
木
材
加
工

（
津
山
）
、
硯
石
（
雄
勝
）

や
、
作
っ
て
遊
ぼ
う
！
鋳
物

教
室
な
ど
、
普
段
す
る
こ
と

の
出
来
な
い
体
験
が
行
わ

れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々
に
好

評
を
得
て
い
ま
し
た
。

  

二
日
間
で
三
百
五
十
七

名
の
見
学
者
の
方
々
が
訪

れ
、
好
評
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

　　平
成
二
十
三
年
度
東
北
・
北
海
道

計
量
協
会
事
務
局
長
会
議
が
、
二
月
九

日
秋
田
県
当
番
に
よ
り
、「
秋
田
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
」で
開
催
さ
れ
、各
県
か
ら
議
案
が

出
さ
れ
討
議
さ
れ
た
。

議
題
一
　　指
定
定
期
検
査
機
関
の
現
況

に
つ
い
て（
福
島
県
）

　　東
北
・
北
海
道
計
量
協
会
で
、
ま
だ

未
指
定
の
福
島
県
か
ら
、
定
期
検
査
機

関
に
指
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

及
び
指
定
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
の
参
考
意

見
の
照
会
が
な
さ
れ
た
。

　　指
定
定
期
検
査
機
関
は
、
公
的
事
業

の
た
め
社
会
的
信
用
の
確
立
が
で
き
協

会
運
営
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
が
、
行
政

機
関
か
ら
の
財
政
的
援
助
は
年
毎
に
削

減
さ
れ
苦
慮
し
て
い
る
現
状
報
告
が
各

道
県
か
ら
な
さ
れ
た
。（
本
県
は
、
仙
台
市

の
指
定
定
期
検
査
機
関
に
な
っ
て
補
助
金

を
受
け
て
い
る
が
、
予
算
は
収
支
精
算
制

の
た
め
増
減
は
生
じ
て
い
な
い
現
状
報
告

を
し
た
）

議
題
二
　　一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て（
北
海
道
）

　　平
成
二
十
五
年
四
月
に
一
般
社
団

法
人
へ
移
行
設
立
を
目
指
し
て
い
る
北
海

道
か
ら
、
各
県
に
進
捗
状
況
の
照
会
が
あ

っ
た
。

　　福
島
県
は
二
十
四
年
度
中
に
移
行
予

定
、
そ
の
他
の
県
は
四
月
一
日
ま
で
に
移

行
設
立
完
了
。

議
題
三
　　東
北
六
県
・
北
海
道
計
量
連

合
会
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て（
青
森
県
）

  

　昨
年
の
秋
田
県
計
量
大
会
で
六
十
次

総
会
を
数
え
た
連
合
会
は
、
会
則
及
び
過

去
の
協
議
に
則
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、

今
の
社
会
情
勢
に
あ
っ
た
や
り
方
と
し
て

検
討
す
べ
き
で
な
い
か
と
青
森
県
か
ら

提
案
さ
れ
、
当
番
県
の
任
意
の
や
り
方
で

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
に
ま
と

ま
っ
た
。

議
題
四
　　新
規
事
業
等
の
計
画
状
況
に

つ
い
て（
山
形
県
）

  

　協
会
運
営
の
将
来
の
た
め
、
事
業
の
拡

大
を
図
ら
な
け
れ
ば
長
期
展
望
が
開
け

な
く
な
る
と
、
山
形
県
か
ら
各
道
県
の

新
規
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
求
め

ら
れ
た
が
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
模
索

中
と
い
う
苦
慮
し
て
い
る
現
状
報
告
が
な

さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

議
題
五
　
　
会
員
の
会
費
区
分
と
メ
リ
ッ

ト（
宮
城
県
）

  
　一
般
社
団
法
人
移
行
を
機
に
会
費
の

簡
素
化
と
会
員
の
恩
典
の
明
瞭
化
を
計

画
し
て
い
る
当
県
の
参
考
と
し
て
伺
っ
た
も

の
で
あ
り
、各
道
県
か
ら
会
費
区
分
と
会

員
メ
リ
ッ
ト
の
説
明
が
あ
っ
た
。

議
題
六
　　東
北
六
県
計
量
士
協
議
会

に
係
る
負
担
金
の
見
直
し
及
び
取
り
扱

い
に
つ
い
て（
秋
田
県
）

  

　昨
年
開
催
さ
れ
た「
計
量
士
協
議
会
」

で
提
案
さ
れ
た
、
現
行
の
計
量
士
協
議
会

の
負
担
金
で
は
同
協
議
会
の
運
営
が
困

難
な
た
め
、
協
会
等
の
協
力
要
請
案
が
出

さ
れ
、
当
事
務
局
長
会
議
に
申
し
渡
さ
れ

た
提
案
で
あ
る
が
、
計
量
士
部
会
に
つ
い

て
は
、
各
県
事
情
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
開

催
県
任
意
の
対
応
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

十
一
月
一
日
の
計
量
記
念
日
事
業
と
し

て
、
学
校
や
生
活
周
辺
に
あ
る
身
近
な
も
の

を
は
か
っ
て
（
計
る
・
量
る
・
測
る
）『
は
か

る
』
こ
と
の
楽
し
さ
や
、
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
全
国
の
小
学
生
を
対
象
に
し

た
「
何
で
も
は
か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
作
品
募
集
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
多

く
の
作
品
応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
は
九
月
七
日
ま
で
で
す
が
、

応
募
詳
細
つ
い
て
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
下
さ
い
。

計量記念日全国大会事務局（日本計量振興協会）

www.nikkeishin.or.jp/
または、

当協会ホームページ www.keiryo.net/



　　
『
タ
ニ
タ
食
堂
』

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
体
脂
肪
計

タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
、
そ
し
て
マ
ス

コ
ミ
で
話
題
を
博
し
て
い
る
東
京
の

丸
の
内
タ
ニ
タ
食
堂
。

　
　

こ
の
タ
ニ
タ
さ
ん
は
、
日
本
で
初

め
て
家
庭
用
体
重
計
を
製
造
・
販
売

し
「
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
」と
命
名
し
た

計
量
器
の
メ
ー
カ
ー
で
、
健
康
管
理

の
計
量
計
測
の
デ
ー
タ
ー
を
蓄
積
、

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
進
化
活
用
さ
せ
世

間
の
注
目
を
得
ま
し
た
。

　
　

計
量
計
測
は
地
味
な
も
の
で
す

が
〝
は
か
る
〞
こ
と
は
全
て
の
元
の

基
本
で
す
。こ
れ
を
形
に
し
た
の
が

『
タ
ニ
タ
食
堂
』の
例
で
し
ょ
う
。

　
　

ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
女
神
テ

ミ
ス
（T

h
e
m
i
s

）
は
握
っ
た
剣
は

威
厳
を
示
し
、
捧
げ
る
天
秤
は
人
間

の
感
情
を
入
れ
な
い
よ
う
に
目
隠

し
を
し
、
公
正
な
計
量
に
よ
っ
て
正

邪
を
計
り
わ
け
る
こ
と
を
象
徴
し

て
い
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に″
正
し

く
は
か
る
〞
こ
と
は
、
人
間
社
会
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
　

わ
れ
わ
れ
計
量
人
は
、こ
の
こ
と

を
肝
に
銘
じ
、
計
量
思
想
の
さ
ら
な

る
啓
発
と
、
放
射
能
な
ど
の
新
し
い

計
量
に
も
目
を
注
い
で
行
く
べ
き
と

思
い
ま
す
。

　 

計
量
法
で
定
め
る
計
量
器
（
特
定
計

量
器
）
を
取
引
証
明
に
使
用
す
る
場
合

は
、
検
定
に
合
格
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
計
量

器
は
使
用
す
る
年
数
が
過
ぎ
る
と
誤
差

が
生
じ
て
法
律
で
定
め
た
許
容
範
囲
を

超
え
て
し
ま
う
の
で
、
計
量
器
ご
と
に
正

確
に
使
用
で
き
る
有
効
期
間
を
計
量
法

で
定
め
、
そ
の
期
間
が
満
了
し
た
計
量
器

は
、
修
理
な
ど
し
て
再
検
定
を
受
け
な
け

れ
ば
取
引
証
明
に
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

  

こ
の
計
量
器
の
管
理
は
、例
え
ば
ガ
ス
・

水
道
事
業
者
、
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
会

社
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
の
計
量
器
の

使
用
（
所
有
）
事
業
者
が
行
い
ま
す
が
、マ

ン
シ
ョ
ン
や
貸
し
ビ
ル
な
ど
で
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
等
個
々
の
料
金
配
分
な
ど

の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
計
量
器
（
子

メ
ー
タ
ー
）は
、
建
物
の
管
理
事
業
者
ま

た
は
使
用
者
が
管
理
し
検
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
気
づ
か
ず
に
期
間

切
れ
の
ま
ま
の
メ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

  

計
量
器
に
は
使
用
で
き
る
有
効
期
限

表
示
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
主
な
計
量

器
の
有
効
期
間
を
載
せ
て
お
き
ま
す
の

で
、
正
確
な
計
量
器
の
使
用
管
理
の
参

考
に
し
て
下
さ
い
。

  

な
お
、
ス
ー
パ
ー
・
商
店
・
学
校
な
ど

で
取
引
証
明
に
使
用
し
て
い
る
質
量
計

（
は
か
り
類
）
は
有
効
期
間
規
制
で
は
な

く
、
二
年
毎
に
検
査
を
受
け
る
検
査
義

務
制
度
に
な
っ
て
お
り
、
正
確
な
計
量
器

の
使
用
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

●
我
が
国
の
度
量
衡
制
度
近
代
化
へ
の

礎
を
築
い
た
メ
ー
ト
ル
原
器
が
、
本

年
度
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

　　　　こ
の
メ
ー
ト
ル
原
器
は
、
一
八
七
五

年
欧
州
十
七
カ
国
で
締
結
し
た
メ
ー
ト

ル
条
約
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
、
一
八

八
八
年
末
に
完
成
し
た
三
十
本
の
う
ち

の
一
本
。
白
金
九
十
％
、
イ
リ
ジ
ウ
ム

十
％
の
合
金
で
、
長
さ
は
百
二
セ
ン
チ
、

重
さ
は
三
・
二
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
。０
℃
で

長
さ
一
ｍ
を
示
す
目
盛
り
線
が
引
か
れ

て
い
ま
す
。
原
器
は
一
九
六
〇
年
に
光

の
波
長
に
基
づ
く
定
義
に
代
わ
る
ま
で
、

長
さ
の
標
準
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。現

在
は
、
つ
く
ば
市
の
産
業
技
術
総
合

研
究
所
で
保
管
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
中
元
期
の
商
品
量
目
の
立
入
検
査
実
施

　　　　宮
城
県
及
び
仙
台
市
で
は
、
中
元

期
に
ス
ー
パ
ー
・
百
貨
店
や
工
場
な

ど
で
計
量
し
て
い
る
商
品
の
量
目
は
正

し
く
計
量
し
た
も
の
を
販
売
し
て
い
る

か
、
ま
た
使
用
さ
れ
て
い
る
計
量
器
は

検
査
を
受
け
て
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
の
中
元
期
の
計
量
立
入
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
今
年
度
の
計
量
普
及
啓
発
の
ポ
ス

タ
ー
が
で
き
ま
し
た
。モ
デ
ル
は
「
家
政

婦
の
ミ
タ
」
に
出
演
し
た
、
本
田
望
結

（
ほ
ん
だ
　み
ゆ
）さ
ん
で
す
。

　　　　十
一
月
一
日
の
計
量
記
念
日
用
に
、

会
員
の
皆
様
へ
近
々
配
布
致
し
ま
す
。

受付・昼食

平成 24 年度東北・北海道計量大会
並びに

東北六県北海道計量協会連合会
第 61次総会

歓迎レセプション

及び

交流会

期　　日
会　　場

平成 24年 10 月 18 日（木）～ 19日（金）
岩手県盛岡市盛岡駅前通 1-44　ホテルメトロポリタン盛岡　本館

記念講演　「お天気よもやま話」

藤 澤　　光 夫 氏
お天気解説工房

気象予報士

時　　　　間 行　　事　　名 会　　　　　場

11：30～13：15

13：30～15：30

15：50～17：20

18：00～20：00

女神テミス像

計

量

団

体

等

の

動

向

計
　量
　行
　政

（10月 18 日）
（10月 19 日）

11:30 ～ 20:00
視察研修　8:30 ～ 14:00
ホテル → 宮沢賢治記念館 → 盛岡手づくり村 → ぴょんぴょん舎

〈
主
な
特
定
計
量
器
の
有
効
期
間
〉

ガ
ス
メ
ー
タ
ー　
（
一
〇
年
）

水
道
メ
ー
タ
ー　
（
八
年
）

タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー　
（
一
年
）

燃
料
油
メ
ー
タ
ー　
（
七
年
）

　　

※
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
使
用

小
型
車
載
燃
料
油
メ
ー
タ
ー（
五
年
）

　　

※
家
庭
な
ど
に
配
達
す
る
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

電
力
量
計　
（
一
〇
年
）

編編

後後

記記

平成24年度計量記念日ポスター

新しくなった協会パンフレット

ホテルメトロポリタン盛岡
本館　4F

ホテルメトロポリタン盛岡
本館　4F

ホテルメトロポリタン盛岡
本館　4F

ホテルメトロポリタン盛岡
本館　4F

　　本
年
四
月
一
日
に
法
人
法
改
正
に
よ
る
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
、
職
員

一
同
新
た
な
心
構
え
で
協
会
事
業
の
推
進
に
励
み
、
震
災
復
興
に
立
ち
向
か
っ

て
お
り
ま
す
。

　　ま
た
、
新
法
人
移
行
設
立
を
機
に
、
会
員
の
皆
様
の
た
め
に
、
大
型
は
か
り
の

検
査
等
の
割
引
、
計
量
情
報
発
信
の
充
実
、
会
員
企
業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　　今
年
度
は
、
計
量
事
業
推
進
の
一
環
と
し
て
、
職
員
の
計
量
教
習
受
講（
つ
く

ば
計
量
教
習
所
で
計
五
ヶ
月
間
）や
、
県

雇
用
推
進
の
た
め
新
人
職
員
の
増
員
を

図
り
、
計
量
思
想
普
及
啓
発
事
業
の
計

量
記
念
日
の
「
計
量
の
ひ
ろ
ば
」
を
十
月

二
十
七
日
開
催
を
予
定
し
、
そ
の
充
実

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　　な
お
、
協
会
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
成
し
ま
し
た
。
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